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電力需給逼迫下において も、 基本的には必要な予備力を確保 した運用 を考えて お

り、 節電のお願いに際 しての節電量について も、 こ の予備力を考慮 した もの と して

います。 仮に 、 発電所の予想外停止等によ り、 電力供給量が

電力需給逼迫下において も、 基本的には必要な予備力を確保 した運用 を考えて お

り、 節電のお願いに際 しての節電量について も、 こ の予備力を考慮 した もの と して

います。 仮に 、 発電所の予想外停止等によ り、 電力供給量が

ご要望書の前文である 「電力需給逼迫の下で原子力発電所を運転するのは、 原子力��

安全の見地か らは望ま しい こ とではない 。 （以下省略）」との ご意見に対する当社の��

考え方につ いて��

電力需給逼迫下において も、 基本的には必要な予備力を確保 した運用 を考えて お��

り、 節電のお願いに際 しての節電量について も、 こ の予備力を考慮 した もの と して��

います。 仮に 、 発電所の予想外停止等によ り、 電力供給量が電気の使用量に比べて��

少な〈なっ た場合において も、 連鎖的に発電設備が停止 し、 大規模停電が発生する��

こ とのないよう、 電力供給量と使用量のバラ ンス をとるため、
コ ン ピュ

ータに よ り��

瞬時に計算 し、 自動的にお客さまに送電する一部の送電線が切れる保護装置があり��

こ の装置が動作 した場合でも原子力発電所の外部電源は、確保されるよ うになっ て��

います。��

従っ て 、 電力需給が逼迫 した状態であっ て も、 原子力発電所の外部電源の信頼性��

に影響を及ぼすものではな〈、 また 、 万が―

、 外部電源喪失が発生 した と して も、��

非常用ディ
ーゼル発電機 （２台／ユニ ッ ト）に よ りＳＢＯ （全交流電源喪失）に至��

る可能性は小 さ〈、 さらに仮に ＳＢｏに至 っ た として も、 東京電力福島第一原子力��

発電所の事故を踏まえ配備 した空冷式非常用発電装置 （２台／ユニ ッ ト）に よ り、��

その後の プラ ン トの冷却等に必要な機器ヘ電源を供給できるこ とか ら、需給逼迫下��

において原子力発電所の運転を行うこ とは、 原子力安全の見地か ら問題はないもの��

と考えて います。��

以上の こ とか ら、 当社 と しては、
ご専望 にあるよ うな特別な安全対策を実施する��

必要はないもの と認識 して いますが、

一方、 東京電力福島第ー原子力発電所の事故��

を踏まえ、 徹底 した安全性向上対策を実施 して いるとともに、 大飯発電所 ３、 ４号��

機の再起動においては安全管理体制の強化を行っ て いるとこ ろであり、 それ らの取��

組み内容も踏まえ ご回答をさせて いただきます。��

●��
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２基 （大飯原子力発電所 ３号機、 ４号機）同時スクラム停止を想定 した場合の当該

原子力発電所における外部電源喪失事象の リスクを評価 し、 ＳＢＯの起こ る リスクが

十分に小さい こ とを確認する こ と。

２基 （大飯原子力発電所 ３号機、 ４号機）同時スクラム停止を想定 した場合の当該

原子力発電所における外部電源喪失事象の リスクを評価 し、 ＳＢＯの起こ る リスクが

十分に小さい こ とを確認する こ と。

要望 １．��

２基 （大飯原子力発電所 ３号機、 ４号機）同時スクラム停止を想定 した場合の当該��

原子力発電所における外部電源喪失事象の リスクを評価 し、 ＳＢＯの起こ る リスクが��

十分に小さい こ とを確認する こ と。��

く当社の回答〉��

既述の とお り、 電力需給が逼迫 した状態であっ て も、 原子力発電所の外部電源の��

信頼性に影響を及ぼすものではな〈、 仮に大飯発電所 ３、 ４号機の同時停止等を想��

定 した と して も、 当該発電所の外部電源は確保されるよ うになっ て います。��

また 、 万がー

、 外部電源喪失が発生 した と して も、 非常用ディ
ーゼル発電機 （２��

台／ユニ ッ ト）によ りＳＢＯ （全交流電源喪失）に至る可能性は小さ〈、 さらに仮��

に ＳＢＯに至 っ た と して も、 東京電力福島第一原子力発電所の事故を踏まえ空冷式��

非常用発電装置 （２台／ユニ ッ ト）が配備されて いるこ と、 な らびにアクシデン ト��

マネジメ ン ト策と しての 「号機間電源融通」も整備されて いるこ とか ら、 その後の��

プラ ン トの冷却等に必要な機器への電源を確保するこ とがで きると考えて います��０��

‐２‐��



〈当社の回答〉

保安規定で定め られて いる非常用ディ
ーゼル発電機に関するサーベイ ラ ンス

試験の要件については、 これまでの運転経験や技術的知見か ら、 機器の信頼性

を十分に担保できるよ う定め られて お り、 現行の要件

〈当社の回答〉

保安規定で定め られて いる非常用ディ
ーゼル発電機に関するサーベイ ラ ンス

試験の要件については、 これまでの運転経験や技術的知見か ら、 機器の信頼性

を十分に担保できるよ う定め られて お り、 現行の要件

要望 ２��

非常用ディ
ーゼル発電機に対 して保安規定で定め られて いるサーベイラ ンス試��

験の要件を臨時に強化 し、

―

層の安全性を期す こ と。��

〈当社の回答〉��

保安規定で定め られて いる非常用ディ
ーゼル発電機に関するサーベイ ラ ンス��

試験の要件については、 これまでの運転経験や技術的知見か ら、 機器の信頼性��

を十分に担保できるよ う定め られて お り、 現行の要件で安全性は十分に確保さ��

れて います 。��

（米国ＳｔａｎｄａｒｄＴｅｃｈｎｉｏａＩＳｐｅｏｉｆｉｏａｔｉｏｎにおいて も、 非常用ディ
ーゼル発��

電機の無負荷運転および定格出力で運転する負荷運転は、 １ヶ 月 （３１日）��

に １回 と定め られて います。）��

なお、 当社では 、 上記以外に 、 非常用ディ
ーゼル発電機の予備潤滑運転 （タ��

―二 ング※１
、

エア ラ ン※２）を３日に １回実施 し、 万が―

、 非常用ディ
ーゼ��

ル発電機の起動が必要とな っ た場合に も確実に起動できるよ うに して います。��

また 、 保安規定では原子炉停止中の非常用ディ
ーゼル発電機のサーベイ ラン��

ス試験は、
「１ヶ 月に １回の無負荷運転」と定め られて いますが、 原子炉運転中��

のサーベイ ラ ンス要件と同様に 、 定格出力で運転する負荷運転を １ヶ 月に １回��

実施 し、 動作可能で あるこ とを確認 して います。��

※１＝ディ
ーゼル機関を電動モータでゆっ くりと回転させるこ と。��

機関待機中の油切れ防止 （油膜保持）、 機関の異常検出、 シ リンダ内ガスの��

排出等を目的 として実施する。��

※２：ディ
ーゼル機関に燃料を供給せずに圧縮空気のみで空回転させるこ と。��

機関の異常検出等を目的 と して実施する。��

（次頁参照）��
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（参考）保安規定で定め られて いる非常用ディ
ーゼル発電機に関するサーベイラ ンス

試験の要件

（参考）保安規定で定め られて いる非常用ディ
ーゼル発電機に関するサーベイラ ンス

試験の要件

（参考）保安規定で定め られて いる非常用ディ
ーゼル発電機に関するサーベイラ ンス��

試験の要件��

大飯発電所原子炉施設保安規定第７９条（ディ
ーゼル発電機　 ：　ド１、 ２、 ３および４―）��

２． デ ィ
ーゼル発電機が前項で定め る運転上の制限を満足 して い る こ とを確認するた��

め、 次の各号を実施する。��

（１）発電室長は、 定期検査時に 、 次の事項を確認する。��

（ａ）模擬信号によ りディ
ーゼル発電機が起動 し、　１号炉および ２号炉につ いては １��

Ｏ秒以内 、 ３号炉および４号炉については １２秒以内にディ
ーゼル発電機の電圧��

が確立するこ と。��

（ｂ）ディ
ーゼル発電機に電源を求める機器が、 母線電圧確立か ら所定の時間内に所��

定の シーケ ンス に従 っ て順次負荷をとるこ とができるこ と。��

（ｏ）　（ｂ）における所定負荷の もとにおいて 、 ディ
ーゼル発電機が電圧 ６

，
９００±３４５��

および周波数 ６０±３Ｈｚで運転可能で ある こ と。��

（２）当直課長は、 モード１
、

２
、 ３および４において 、

１ヶ 月に １回 、 ２基のディ
ー��

ゼル発電機につ いて 、 待機状態か ら起動 し、 無負荷運転時の電圧が ６，９００±３４５Ｖお��

よび周波数が ６０±３ＨＺ で あるこ とならびに引き続き非常用高圧母線に並列 して定��

格出力で運転可能で あるこ とを確認する。��

（３）当直課長は、 モード１、 ２、 ３および４において 、　
１ヶ 月に １回 、 燃料油サービ��

ス タンクの貯油量を確認する。��

Ｖ��

大飯発電所原子炉施設保安規定第８ｏ条（ディ
ーゼル発電機　 【　ド１、 ２、 ３および４以外－）��

２． デ ィ
ーゼル発電機が前項で定め る運転上の制限を満足 して い る こ とを確認するた��

め 、 次号を実施する。��

（１）当直課長は、 モード１、 ２、 ３および４以外において 、 １ヶ 月に １回、 ディ
ーゼ��

ル発電機につ いて以下の事項を実施する。��

（ａ）ディ
ーゼル発電機を待機状態か ら起動 し、 無負荷運転時の電圧が ６

，
９００±３４５Ｖ��

および周波数が ６０±３Ｈｚであるこ とを確認する。��

（ｂ）燃料油サービス タンクの貯油量を確認する。��

‐４‐��



〈当社の回答＞

非常用ディ
ーゼル発電機は、 保安規定に基づ 〈機能検査 （「非常用予備発電装置

機能検査」）やサーベイラ ンス試験に よ り健全性を確認 して います。 また、 ３日に

１回の予備潤滑運転や １日に ３回のパ トロー

〈当社の回答＞

非常用ディ
ーゼル発電機は、 保安規定に基づ 〈機能検査 （「非常用予備発電装置

機能検査」）やサーベイラ ンス試験に よ り健全性を確認 して います。 また、 ３日に

１回の予備潤滑運転や １日に ３回のパ トロー

要望 ３��

特に逼迫 して いる期間中は、 非常用ディ
ーゼル発電機を待機運転、 又は負荷運転 し��

て 、 外部電源喪失に備える。��

〈当社の回答＞��

非常用ディ
ーゼル発電機は、 保安規定に基づ 〈機能検査 （「非常用予備発電装置��

機能検査」）やサーベイラ ンス試験に よ り健全性を確認 して います。 また、 ３日に��

１回の予備潤滑運転や １日に ３回のパ トロールにおける点検によ り、 起動に備えた��

確認 ・ 準備をして お り、 外部電源喪失時の 自動起動や必要な負荷ヘの電力供給に関��

して 、 現状で も十分に高い信頼性を有 して います。��

さらに 、 東京電力福島第―

原子力発電所の事故を踏まえた安全対策と して 、 空冷��

式非常用電源装置も配備 して お り非常時の安全確保に備えて います。��

従っ て 、 万が一の外部電源喪失の際に も原子力発電所を安全に維持するための電��

力供給は可能であり、 高い安全性が確保で きて いるもの と考えて います。��

‐５－��



く当社の回答＞

当該訓練と して 、 東京電力福島第―原子力発電所の事故を踏まえて配備 した空冷

式非常用発電装置の起動訓練を延べ ５３回 （平成 ２４年 ６月末現在）実施する等、

訓練の強化を図っ て います。 また 、 夜間や休

く当社の回答＞

当該訓練と して 、 東京電力福島第―原子力発電所の事故を踏まえて配備 した空冷

式非常用発電装置の起動訓練を延べ ５３回 （平成 ２４年 ６月末現在）実施する等、

訓練の強化を図っ て います。 また 、 夜間や休

要望 ４．��

今般、ス トレステス トの
ー環と して強化 したバ ッ クア ッ プ電源の起動操作に関する��

訓練を臨時的に強化するこ と。��

く当社の回答＞��

当該訓練と して 、 東京電力福島第―原子力発電所の事故を踏まえて配備 した空冷��

式非常用発電装置の起動訓練を延べ ５３回 （平成 ２４年 ６月末現在）実施する等、��

訓練の強化を図っ て います。 また 、 夜間や休 日のケース も想定 して訓練を実施 して��

お り、 よ り実効的な訓練となるよう取 り組んでいます。��

（参考）大飯発電所　空冷式非常用電源装置の起動訓練の内容 ・ 実績��

Ｏ 訓練項 目��

電源ケーブルの接続��

空冷式非常用電源装置の起動 ・ 運転��

Ｏ 訓練実績 （平成２４年６月末時点）��

平 日昼間訓練��３８回��

平 日夜間訓練��７回��

休日訓練�� ８回��

ｎ６・��

■��

■��

■��

■��

■��

■��



く 当社の回答＞

大飯発電所３、 ４号機の再起動にあた りま しては、 万全を期 して行 うべ く安全管

理体制の強化を図 っ て おり、 すでに原子力事業本部や大飯発電所、 オ フサイ トセ ン

ター－に特別な対応体制を構築するとともに

く 当社の回答＞

大飯発電所３、 ４号機の再起動にあた りま しては、 万全を期 して行 うべ く安全管

理体制の強化を図 っ て おり、 すでに原子力事業本部や大飯発電所、 オ フサイ トセ ン

ター－に特別な対応体制を構築するとともに

要望 ５．��

期間中の管理体制を強化するこ と。 （土 日を含む）��

く 当社の回答＞��

大飯発電所３、 ４号機の再起動にあた りま しては、 万全を期 して行 うべ く安全管��

理体制の強化を図 っ て おり、 すでに原子力事業本部や大飯発電所、 オ フサイ トセ ン��

ター－に特別な対応体制を構築するとともに 、 期間中におけるメーカや協力会社の支��

援体制を強化 して いるとこ ろです。 （添付資料 １参照）��

具体的には、 原子力事業本部において は、 原子力事業本部長の下に特別な体制を��

構築 し、 トラブル発生等の緊急時には、 直ちに発電所に駆けつ けられるよ うサポー��

ト体制を強化するとともに 、 国による特別な監視体制に対応 して 、 当社側で もオフ��

サイ 卜セ ンター－に常駐 し、 安全 ト重要な局面において は、 原子力事業本部長がオフ��

サイ トセ ンターで指揮を執るこ とと して います。 さらに 、 国、 福井県、 関係 自治体��

等の連絡体制の強化も図っ て います。��

大飯発電所の体制強化につ いて は、 他発電所等か ら経験豊富な社員を応援に赴か��

せる とともに 、 メーカ、 協力会社に よる支援体制も強化 し、 再起動に万全を期 した��

点検体制を構築 して います。��

メーカでの体制強化 と しては 、 オ フサイ 卜セ ンターでの対応のほかに、 万がーの��

緊急時に対応を検討 し支援いただ 〈ため、 神戸市に 「大飯 ３・ ４号機再稼動支援セ��

ンター」を整備 して いただいて います 。��

‐７‐��



Ｏ発電所サポート体制の強化　　　 約 １５名

（トラブル等緊急時に派遣で きる体制）

Ｏ国に よる特別 な監視体制ヘの対応

Ｏ発電所サポート体制の強化　　　 約 １５名

（トラブル等緊急時に派遣で きる体制）

Ｏ国に よる特別 な監視体制ヘの対応

大飯発電所３号機、４号機の再稼動に向けた体制��
添付資料１��

当社の再稼動に向けた体制�� 国による特別な監視体制��

（オフサイトセンター）��

原子力事業本部��

責任者 ；原子力事業本部長（本部長代理）��

Ｏ発電所サポート体制の強化　　　 約 １５名��

（トラブル等緊急時に派遣で きる体制）��

Ｏ国に よる特別 な監視体制ヘの対応��

　��
・経済産業副大臣��
・経済産業省��

（原子力安全 ・保安院）��
・福井県��
・プラン トメー－力��　　��

・学識経験者��

ロＬ‖　　　巍罍��

Ｏ国 、 福井県、 関係 自治体等の連絡体制強化 竃；麟な扇ｉ６ぃ｛・ょ，��

オ２サイ トセツターで轟竃カ��

幕慕本部臺を～９ドに対応��
３��

大飯発電所�� メーカ��
」��

Ｏ他発電所等か らの応援に よる�� Ｏ大飯発電所支援��

体制強化�� 約 １０名�� 約 ５０名��
原子力事業本部長��

Ｏメーカに よる支援体制の強化��

Ｏ協力会社の支援体制の強化��

Ｏオ フサイ トセ ン ター対応��

約 １０名��

Ｏ緊急時の発電所のサポート対応��

約 ５００名��

（神戸に 「大飯 ３、 ４号機再稼動支援セ��

ンター」を整備）��

副事業本部長�� ｌ��

臺；曇��
約 １５０名�� ｌ��

情報班�� 広報班��

蹴所
状゚灑把８��【ブＬ′ス対局��

約２【】名��
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要望 ６

特に台風、雷雨、竜巻などの気象条件に注意を払うこ と。テ ロ 対策の強化を行うこ と。

要望 ６

特に台風、雷雨、竜巻などの気象条件に注意を払うこ と。テ ロ 対策の強化を行うこ と。

要望 ６��

特に台風、雷雨、竜巻などの気象条件に注意を払うこ と。テ ロ 対策の強化を行うこ と。��

〈当社の回答〉��

従来か ら、 気象条件につ いては十分に注意を払 っ て お り、 気象情報の収集や早期��

の対応に努めて いると こ ろです。 例えば、 先 日の台風４号の対応 と して は、 ６月��

１８日には警戒本部を設置するとともに、 非常用ディ
ーゼル発電機の 自動待機状態��

の点検や特高開閉所の碍子洗浄、 強風に よる屋外資材等の飛散防止対策、 緊急連絡��

手段の確認等を実施 し、 緊急の事態に備えま した 。��

テ ロ 対策について は、 基本的にはまず国が責任をもっ て的確に対処すべきもので��

あると考えて います。 当社 と しては、 侵入者を早期に検知 し治安機関に通報すると��

ともに 、 できるだけ時間を稼 ぐ必要があります。 こ うした観点か ら、 原子炉等規制��

法に基づいて 、 物的障壁を持つ防護区域等を設けるとともに 、 監視装置による これ��

ら区域ヘの接近管理、 入退域管理の徹底、 通報連絡 ・ 緊急対応体制の整備、 燃料管��

理、 情報管理および教育 ・ 訓練等の核物質防護対策を厳格に実施 して います。��

また 、 東京電力福島第ー

原子力発電所事故を踏まえて 、 実用炉規則が改正 され、��

立入制限区域の設定、 重要設備防護対策の強化、 サイバーテ 口 対策、 監視設備強化��

対策などの規制強化がなされて おり、 今後、 当社と して も法令に基づき、 厳正に対��

処 してまい ります。��

なお、 当社の体制 としては、 大規模テ 口 の場合は、 本店 ・ 発電所にテ ロ 対策本部��

を設置 し、 その後国が緊急対処事態 と認定 した場合は、 本店 ・ 発電所に緊急対処事��

態対策本部を設置 し、 さらに国が武力攻撃事態と認定 した場合は、 本店 ・ 発電所に��

国民保護対策本部を設置 して対応 して まい ります。��

‐９‐��



本来、 電力需要が供給能力に逼迫する環境下で原子力発電所を運転するとい

う発想は、 原子力安全の見地か らは望ま し くはない とい うこ とが理解されるべ

きで ある。 原子力発電所は、 仮にそれが何 らかの原因に よ っ て 緊急に

本来、 電力需要が供給能力に逼迫する環境下で原子力発電所を運転するとい

う発想は、 原子力安全の見地か らは望ま し くはない とい うこ とが理解されるべ

きで ある。 原子力発電所は、 仮にそれが何 らかの原因に よ っ て 緊急に

（ご要望書）��

電力需要の ピーク期間における原子力発電所の運転に関する特別な安全対策��

本来、 電力需要が供給能力に逼迫する環境下で原子力発電所を運転するとい��

う発想は、 原子力安全の見地か らは望ま し くはない とい うこ とが理解されるべ��

きで ある。 原子力発電所は、 仮にそれが何 らかの原因に よ っ て 緊急に予定外停��

止を した と して も、 それに よっ て喪失 した供給量を同―

のネ ッ トワークに属す��

る他の発電所の余力に よ っ て速やかに回復で きなければな らない。 実際、 原子��

力発電所が稼働す るのは 、 通常、 複数の非原子力発電所を従えた環境下におい��

て で あるべ きで 、 それが停止する こ とに よっ て その瞬間か ら直ちに必要 となる��

当該原子力発電所に と っ ての外部電源の確保に支障が生 じて はな らない 。 それ��

は、 外部電源の喪失が、 原子力発電所に とっ て の最大の リスクの一つ で ある ｒ全��

交流電源喪失 （ＳＢ０）」の直接的 卜リガーで あるか らで ある。 周知の通 り、
「全交��

流電源喪失」は、 福島第―原子力発電所の ３基の原子炉を未曾有の大事故に導��

いた原因で もある。 今般、 この よ うな原子力安全の常識に敢えて逆行する形で��

再起動が決定される こ と、 その よ うな際に物申すべき規制機関が黙認する こ と��

ｌこ対 して は 、 強い不信を抱か ざるを得ない 。��

従 っ て 当委員会は 、 その よ うな環境下に おける原子力発電所の運転に対 して��

は反対の立場で あるが 、 どうして もそれがなされる場合には、 次の特別な安全��

対策を実施する こ とを要望する。��

２基 （大飯原子力発電所 ３号機、 ４号機）同時ス クラム停止を想定 した場��

合の 当該原子力発電所に おける外部電源喪失事象の リス クを評価 し、 ＳＢ０��

の起 こ る リス クが十分ｌこ小 さい こ とを確認する こ と。��

非常用ディ
ーゼル発電機に対 して保安規定で定め られて い るサべイ ラ ン��

ス試験の要件を臨時に強化 し、

ー層の安全性を期す こ と。��

特に逼；白して い る期間中は 、 非常用ディ
ーゼル発電機をア イ ドリング運転��

して待機させる こ と。��

今般強化 したバ ッ クア ッ プ電源の起動操作 に関する訓練を強化 して 実施��

するこ と��０��

期間中の管理体制を強化するこ と。 （土 日を含む）��

特に台風、 竜巻などの気象条件に注意を払うこ と。 テ ロ 対策の強化を行 う��

こ と。��

以上の １～６の各項に対 し、 事業者および規制者が、 それぞれの立場で適��

切な対応を取る こ とを明確に約する こ と。��
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